
ＪＡ三重厚生連は、医療・保健・福祉活動を通じて、組合員と地域住民の皆さまが、
安心して健やかに暮らせる地域づくりに貢献していきます。
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代表理事理事長　　新貝 春紀

　令和６年６月 28日の第 148 回通常総会終了後の経営管理委員会におきまして、代表理事理事長に
就任いたしました。
　庄山前理事長の後を継いで、この度、理事長という重責を担うことは本当に身の引き締まる思いであり、
覚悟を持って事業運営にあたっていく所存です。
　医療分野では、大きな柱として、65歳以上人口が全人口の 35％となる 2040 年を見据え、国は高齢
化と人口減少に対応した全世代型の持続可能な社会保障制度の構築に取組むこととしています。
　令和６年度においては、医療機能の分化・連携を進める地域医療構想、医療ＤＸ、医師の働き方改革
への対応を進めていく必要があります。特に、ＤＸのための有効な手段と言えるＡＩの医療分野での急
速な広まりは、半信半疑でもあった自分の考えを改めるものであり、５年・10年後には今は想像もで
きないほどの医療のカタチに変貌する可能性さえ感じています。
　経営面におきましては、新型コロナウイルスの流行によって深刻なダメージを負った経営悪化からの
回復に傾注していかなければなりません。明らかに医療経営は厳しさを増しており、これからさらに様々
な難題に直面することもあろうと思います。ただ、そうした時においても、厚生連の原点、本会の基本
理念を決して忘れることなく、地域の声、職員の声に耳を傾けて判断することができれば、進むべき正
しい道は必ず見えてくるものと確信しております。

　新型コロナウイルス対応では、ポストコロナの今も継続中ではありますが、発生当初から４病院が重
点医療機関に、６病院が診療・検査医療機関として、５類感染症に移行するまでの３年を超える月日、
常に戦い続けました。最近では、能登半島地震に際して、発災翌日から災害医療支援を行うなど、日々
の地域医療も死守し、難局に立ち向かい乗り越えていく力を持つ職員の方々に尊敬と感謝の気持ちしか
ありません。
　「厚生連だより」は、ＪＡグループ・行政・関係団体等多くの方々のもとに配布させていただいて
おります。いつもご拝読いただきますことに心から御礼申し上げます。
　これからも、本会各病院の地域医療の向上に向けた取組みと日夜奮闘する職員への暖かいご支援と
ご声援をいただけましたら、幸甚に存じます。

　時々刻々と医療を取り巻く環境が変化する中でありますが、どのような厳しい時代になろうとも
三重県厚生連は、医療・保健・福祉を通じて、将来に亘って地域医療を支え、地域の方々が健やか
に安心して暮らせるよう邁進してまいります。
　皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げてご挨拶とさせていただきます。

就任あいさつ
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新しい腰痛予防の取り組み特集

大台厚生病院　理学療法士主任　　山田 高士郎

　大台厚生病院の新しい腰痛予防の取り組みをご紹介いたします。皆様は「ノーリフト」という指針を

ご存じですか？「ノーリフト」とは人力のみの移乗を禁止し、患者さんの自立度を考慮して福祉用具を

活用しようという考え方です。

　介護・看護の現場では、人力による抱え上げ、中腰作業など、日々の業務は腰に大きな負担をかけ

ます。腰痛は、休業や離職意向にも繋がるため、その予防は非常に重要な課題です。そこで、介護・

看護職 120 名を対象に腰痛に関するアンケートでの実態調査を実施しました。腰痛の有訴率は 60％、

そのうち１／３は痛みの10段階で５以上の「つらい痛み」を抱えていることが分かりました。また、１ヶ

月以内に新たな腰痛を発症した人は「５人」で、日常的に腰痛のリスクが高く、要因の多くは、抱え

上げ 、体位変換、おむつ交換であることが分かりました。

　また、「ノーリフト」について 95％の職員が「知らない」と回答し、医療現場では普及していません

でした。

　そこで、今回、「ノーリフティングケア　福祉用具の活用」をテーマとし、研修会を開催しました。

実際に腰痛を予防するには、物理的に腰の負担を軽くする必要があります。そのために、福祉用具を用

いて、なるべく抱え上げないことが有用です。研修では、介護リフト、スライディングシート、スライ

ディングボードを利用した実技実践を行いました。日頃、当たり前のように行っている介助がいかに力

づくであるか、介助をする側・受ける側を体験し、実感することができました。基本的に「抱え上げを

しない・させない」という新しい視点で取り組めることを少しずつ実践していくことが大切です。

　腰痛予防は、個人だけの問題ではなく病院・施設全体の課題と捉える必要があります。腰痛予防研修

を通じて、スタッフの腰痛を予防するとともに、患者さんへ「やさしい、介護・看護」の提供につなが

ることを期待します。

スタッフへの研修会の様子
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内
視
鏡
検
査『
年
間
１
万
件
』達
成
！

松
阪
中
央
総
合
病
院　
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長　

直
田 

浩
明

令
和
５
年
度
に
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
年
間
内

視
鏡
検
査
件
数
が
１
万
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

当
院
は
、「
地
域
の
期
待
に
応
え
、
安
全
で
安

心
な
医
療
を
提
供
す
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
救

急
医
療
と
急
性
期
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
厚
生
労
働
省
の
認
可
を
受
け
た

「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
で
あ
り
、
が

ん
の
診
療
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
モ
ッ
ト
ー

に
健
診
事
業
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
に
増
築
し
た
北
館
は
、
１
階
に
救

急
外
来
、
２
階
に
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
、
３
階
に

救
急
病
棟
、
５
階
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
「
エ

ポ
ッ
ク
」
を
配
置
し
、
内
視
鏡
診
療
と
救
急
医

療
お
よ
び
健
診
事
業
と
の
連
携
を
想
定
し
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
間
の
内
視
鏡
検
査
件
数
は
、
こ
れ
ま
で
も

毎
年
増
加
傾
向
を
維
持
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
棟
増
築
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
さ
ら
に
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
年
間
検
査

件
数
１
万
件
と
い
う
数
値
目
標
は
、
長
年
私
た

ち
が
目
指
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
度
達

成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
院
内
外
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
常
勤
の
消
化
器
内
科
医
９
名
と
よ

り
専
門
的
な
技
術
を
持
っ
た
非
常
勤
医
５
名
で

日
々
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
午
前
中
に

胃
カ
メ
ラ
を
30
件
以
上
、
午
後
は
大
腸
カ
メ
ラ

を
10
件
以
上
、
連
日
施
行
し
て
お
り
、
患
者
さ

ん
の
ご
希
望
に
応
じ
て
迅
速
に
対
応
出
来
る
よ

う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
当
日
の
朝
食
を
抜
い

て
ご
来
院
頂
き
ま
し
た
ら
、
胃
カ
メ
ラ
は
基
本

的
に
当
日
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
抗
血

栓
薬
な
ど
の
使
用
の
な
い
方
に
関
し
て
は
、
初

回
の
大
腸
カ
メ
ラ
に
お
い
て
、
低
悪
性
度
の
腺

腫
性
ポ
リ
ー
プ
な
ど
を
そ
の
場
で
切
除
し
、
入

院
す
る
こ
と
な
く
ご
帰
宅
し
て
頂
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

何
か
お
気
づ
き
の
こ
と
や
ご
不
明
な
こ
と
な

ど
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
６
年
３
月
28
日
、
三
重
北
医
療
セ
ン

タ
ー
菰
野
厚
生
病
院
は
菰
野
町
（
諸
岡
高
幸

町
長
）
と
医
療
、
健
康
、
防
災
等
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、『
健

康
増
進
及
び
疾
病
予
防
、
福
祉
、
介
護
の
充

実
』『
災
害
に
対
す
る
連
携
・
協
力
体
制
の

充
実
』『
地
域
医
療
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
充
実
及
び
菰
野
厚
生
病
院
の
持
続
可

能
な
運
営
』
な
ど
に
つ
い
て
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

菰
野
町
で
は
、
２
０
４
５
年
ま
で
65
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
は
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ

て
お
り
、
高
ま
る
医
療
・
介
護
需
要
へ
の
対

応
や
発
生
が
予
測
さ
れ
る
大
規
模
災
害
へ
の

対
策
、
地
域
医
療
を
支
え
る
医
療
人
材
不
足

な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
菰
野
町
と
菰
野
厚
生
病
院
は
様
々
な
事
業

に
お
い
て
連
携
・
協
力
関
係
に
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、
今
ま
で
以

上
の
密
接
な
連
携
が
必
要
と
の
相
互
の
思
い

が
一
致
し
、
協
定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
の
具
体
的
な
取
組
み
内
容
の
一
部
と

し
て
は
、

●  

町
民
対
象
の
医
療
・
健
康
に
関
す
る
健

康
相
談
会
な
ど
の
開
催

●  

災
害
時
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制
の
整

備
及
び
合
同
防
災
訓
練
等
の
実
施

●  

地
域
医
療
・
救
急
医
療
を
充
実
・
維
持

さ
せ
る
た
め
の
医
師
等
の
確
保

●  

学
生
を
対
象
と
し
た
職
業
体
験
や
模
擬
訓

練
等
に
よ
る
将
来
の
医
療
人
材
の
育
成
な

ど
に
つ
い
て
、
現
状
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
や
新
規
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

菰
野
町
と
の
定
期
的
な
対
話
を
通
じ
、
こ

れ
ら
の
取
組
み
を
円
滑
に
進
め
地
域
医
療
等

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
『
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
』
に
今
後
も
微

力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

～
菰
野
町
に
お
け
る
医
療
、健
康
、防
災
等
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
菰
野
厚
生
病
院　
事
務
部
長　

田
川 

勇
人
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み
な
さ
ん
は
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
）
と
聞
く
と
、
運
動

療
法
を
想
像
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
実
際
は
も
っ
と
包
括
的

な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
運
動
療
法

の
ほ
か
に
、
生
活
指
導
・
食
事
指
導
・
服

薬
指
導
・
禁
煙
指
導
な
ど
を
含
み
ま
す
。

つ
ま
り
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
専
門
知
識

を
持
っ
た
医
師
、
理
学
療
法
士
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
検
査
技
師
、
な
ど
多
く
の
専
門

医
療
職
が
関
わ
っ
て
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
状
態
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
う
も
の
で
す
。
当
院
で
は
、
理

学
療
法
士
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、

現
在
月
１
回
の
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
心
臓
リ

ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
で
症
例
検
討
な
ど
を
含
め
、

様
々
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
活
動
の
一
環
と
し
て
、

今
年
３
月
か
ら
心
臓
病
教
室
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
心
臓
病
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
啓
蒙
活
動
で
ど
な
た
で
も
参

心
臓
病
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
い
な
べ
総
合
病
院　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

理
学
療
法
士　

森
上　

慶

加
で
き
ま
す
。
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ

て
お
り
、
住
民
・
医
療
関
係
者
で
30
名
を

超
え
る
方
々
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
義
の
後
に
設
け
た
質
問
タ
イ
ム

は
大
盛
り
上
が
り
で
、
皆
さ
ん
か
ら
ど
ん

ど
ん
素
晴
ら
し
い
質
問
が
あ
が
り
、
講
師

の
先
生
は
大
忙
し
で
し
た
。
熱
心
に
メ
モ

を
取
ら
れ
な
が
ら
お
話
を
聞
か
れ
る
姿
も

散
見
さ
れ
、
心
臓
病
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
今
後

も
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
を
向

上
さ
せ
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
良
い

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
べ
く
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
度
当
院
眼
科
外
来
診
察
室
の
改
修

工
事
を
２
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
平

成
５
年
移
転
時
は
１
診
で
ス
タ
ー
ト
し
た

た
め
、
外
来
自
体
、
か
な
り
手
狭
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
眼
科
検
査

機
器
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
網
脈
絡
膜

の
断
層
や
血
流
を
と
ら
え
る
、O

C
T

と

O
C

T　

A
ngiography

、
無
散
瞳
で
網
膜

の
画
像
を
撮
影
で
き
る
超
広
角
眼
底
撮
影

装
置
な
ど
導
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
検
査

機
器
の
数
も
増
え
、
ス
ペ
ー
ス
も
足
り
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
令
和
６
年
２
月
検
査
ス
ペ
ー
ス
の

拡
張
、
視
力
検
査
部
分
の
拡
張
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
令
和
６
年
４
月
、
医
師
４
名

へ
増
員
と
な
っ
た
た
め
、
４
診
立
て
で
診
療

で
き
る
よ
う
に
改
修
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
度
は
、
白
内
障
手
術
装

置
（A

lcon

社

製C
en

tu
rion

®

）、

硝
子
体
手
術
装
置
（A

lcon

社
製

C
onstellation®

）
及
び
非
接
触
型
広

角
眼
底
観
察
装
置
（C

arl Z
eiss

社
製

R
esight®

）
を
搭
載
し
た
手
術
用
顕
微
鏡

（C
arl Z

eiss

社
製Lum

era T®

）
を

更
新
し
ま
し
た
。
最
新
の
機
器
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
鮮
明
に
眼
内
を

観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り
安
全
性
が
高
ま

り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
精
一
杯
診
療
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

眼
科
外
来
診
察
室
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
眼
科
部
長　

湯
浅　

湖
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令
和
６
年
度
、
７
名
の
新
人
看
護
師
を
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
「
常
に
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の

最
善
は
何
か
を
考
え
、気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
」

看
護
師
の
育
成
を
目
指
し
、
新
人
教
育
を
担
っ

て
い
ま
す
。

入
職
後
１
週
間
は
、
経
験
豊
か
な
先
輩
看
護

師
指
導
の
下
、
看
護
に
お
け
る
知
識
・
技
術
の

習
得
を
目
指
し
、
基
本
的
な
看
護
技
術
で
あ
る

清
拭
や
オ
ム
ツ
交
換
・
食
事
介
助
な
ど
、
ま
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た
採
血
・
注
射
・
吸
引

な
ど
の
看
護
技
術
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
と
し
て
各
病
棟
で

実
際
に
患
者
さ
ん
と
関
わ
り
な
が
ら
、
看
護
技

術
の
経
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。

新
人
看
護
師
か
ら
は
「
患
者
さ
ん
の
心
に
寄

り
添
っ
た
看
護
師
に
な
り
た
い
」「
信
頼
さ
れ

る
看
護
師
に
な
り
た
い
」
な
ど
と
夢
と
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
言
葉
が
聞
か
れ
、
キ
ラ
キ
ラ
と

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
経
験
を
積
み
、
一
人
前
の
看
護
師
と
し
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
病
院
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
、
新
人
看
護
師
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

新
人
看
護
師
の
看
護
技
術
研
修
の
紹
介

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
菰
野
厚
生
病
院　
Ｓ
３
病
棟　

看
護
師
長　

清
水 

千
穂
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令
和
６
年
２
月
15
日
に
合
同
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
凧
揚
げ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
一
週
間
前
か

ら
雨
予
報
の
な
か
、
待
ち
に
待
っ
た
当

日
・
・
・
。
な
ん
と
か
天
候
に
も
味
方
さ
れ
、

開
催
中
は
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
催
当
日
に
向
け
各
病
棟
で
は
日
頃
の

作
業
療
法
の
中
で
患
者
さ
ん
方
は
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
凧
に
描
き
、
当
日

午
前
中
に
各
病
棟
で
最
後
の
仕
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
希
望
さ
れ
た
病
棟
に

大
凧
の
絵
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
、
当
日

揚
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
午

後
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
患
者
さ
ん
と
職
員

で
凧
を
揚
げ
、
会
場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

風
は
少
し
弱
く
、
苦
労
さ
れ
る
方
も
い
ま

し
た
が
、「
た
の
し
か
っ
た
」
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
缶
コ
ー
ヒ
ー
や

紅
茶
な
ど
を
患
者
さ
ん
に
配
布
し
、
喜
ん

で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

職
員
等
の
協
力
の
も
と
、
事
故
等
も
無

く
無
事
大
会
が
終
わ
り
、
皆
様
の
笑
顔
が

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
染
管
理
特
定
認
定
看
護
師

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
看
護
部　

阿
部 

将
也

感
染
管
理
特
定
認
定
看
護
師
は
、
院
内

お
よ
び
地
域
の
感
染
対
策
向
上
を
目
的
と

し
、
医
療
関
連
感
染
の
予
防
・
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
な
ど
を

行
い
、
統
計
や
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
臨

床
現
場
に
適
宜
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ケ
ア

の
改
善
を
図
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
平
成

31
年
か
ら
は
特
定
行
為
研
修
を
組
み
込
ん

だ
Ｂ
課
程
認
定
看
護
師
教
育
が
開
始
さ
れ
、

我
々
が
実
施
で
き
る
の
は
『
持
続
点
滴
中

の
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
投
与
量
の
調
整
』

『
脱
水
症
状
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る
補
正
』

『
感
染
兆
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
の
臨

時
の
投
与
』
の
３
行
為
で
す
。

近
年
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
り
経
路
別
予
防
策
（
接
触
・
飛

沫
・
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
予
防
策
）
が
注
目
さ

れ
、
感
染
症
患
者
と
分
か
っ
た
上
で
の
感
染

対
策
の
水
準
は
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
世
間
に
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ
っ
て

い
る
病
院
や
施
設
も
あ
り
、潜
ん
で
い
る
菌
・

ウ
イ
ル
ス
の
伝
播
予
防
の
た
め
の
標
準
予
防

策
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
当
院
で
は
、
前
年
度
よ
り

標
準
予
防
策
向
上
の
一
環
と
し
て
、
手
指
衛

生
を
直
接
見
て
観
察
し
評
価
す
る
『
直
接
観

察
法
』
を
導
入
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
私
の
活
動
を

通
し
、
患
者
さ
ん
や
医
療
に
関
わ
る
ス
タ
ッ

フ
が
感
染
症
に
不
安
を
抱
く
こ
と
の
な
い
安

心
で
き
る
院
内
環
境
を
整
え
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

凧
揚
げ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

鈴
鹿
厚
生
病
院　

合
同
レ
ク
委
員
会
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令
和
６
年
５
月
１
日
、
南
島
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
当
セ
ン
タ
ー
）
と

町
立
南
伊
勢
病
院
（
以
下
「
町
立
病
院
」）

は
、
南
伊
勢
町
全
体
の
医
療
・
ケ
ア
を
一

体
的
に
提
供
す
る
体
制
を
整
え
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
地
域
医
療
・
へ
き

地
医
療
体
制
を
構
築
す
る
連
携
拠
点
と
し

て
「
南
伊
勢
町
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
町
立
病
院
を
基
幹
病
院
と

し
、
代
表
は
同
院
の
山
添
尚
久
院
長
、
副

代
表
は
当
セ
ン
タ
ー
の
宮
﨑
光
一
院
長

が
務
め
ま
す
。
な
お
、
呼
称
（
略
称
）

は
、「
Ｍみ

ー

こ

む

ね

っ

と

ｉ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｎ
ｅ
ｔ(M

inam
iise 

C
om

m
u

n
ity M

ed
ical N

etw
ork)

」

で
す
。

両
医
療
機
関
は
、
令
和
３
年
９
月
に
締

結
さ
れ
た
南
伊
勢
町
と
三
重
県
厚
生
連
と

の
「
南
伊
勢
町
の
地
域
医
療･

ケ
ア
に
関

す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
契
機
と
し
て
、

医
師
・
看
護
師
等
の
相
互
派
遣
、
地
域
連

携
業
務
の
協
働
化
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
共
通
化
、
合
同
研
修
会
の
開
催
な
ど

連
携
関
係
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
に

伴
う
患
者
減
少
、
医
師
や
看
護
師
等
の
人

材
確
保
に
困
難
を
極
め
る
な
ど
南
伊
勢
町

の
医
療･

ケ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
増
し
て
き
て
い
ま
す
。「
南
伊
勢
町
地
域

医
療
ネ
ッ
ト
」
設
置
に
よ
り
、
両
医
療
機

関
の
連
携･

協
力
体
制
を
さ
ら
に
深
化
さ

せ
、
訪
問
診
療
の
拡
大
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
遠
隔
診
療
（D

 to P
 w

ith N
 

等
）、

ま
た
相
談
窓
口
の
一
本
化
な
ど
町
民
に
必

要
と
さ
れ
る
医
療･

ケ
ア
の
提
供
体
制
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
南
伊
勢
町
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
（
Ｍみ

ー

こ

む

ね

っ

と

ｉ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｎ
ｅ
ｔ
）」
の
設
置
に
つ
い
て

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー　
事
務
部
長　

西
浦　

真
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塩
分
を
減
ら
す
た
め
の
工
夫

●  

塩
分
の
多
い
食
品
（
漬
物
類
・
練
り
製
品
・
ハ

ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
な
ど
）
や
塩
分
の
多
い
料

理
（
汁
物
・
め
ん
類
な
ど
）
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●  

柑
橘
類
や
香
辛
料
（
こ
し
ょ
う
、
カ
レ
ー
粉
、

唐
辛
子
、辛
子
な
ど
）、香
味
野
菜（
し
そ
、生
姜
、

み
つ
ば
な
ど
）
の
風
味
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●  

ど
の
料
理
も
薄
味
に
し
て
し
ま
う
と
、
主
食
の

ご
飯
な
ど
が
進
ま
ず
ス
ト
レ
ス
に
。
無
味
の
料

理
と
、
少
し
し
っ
か
り
味
付
け
し
た
料
理
を
組

み
合
わ
せ
て
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
献
立
に
す
る

こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

●  「
塩
分
量
を
一
か
ら
計
算
す
る
の
は
難
し
そ
う
、

大
変
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
減
塩
に
取

り
組
む
の
は
腰
が
重
た
く
な
り
が
ち
で
す
。
ま

ず
は
引
き
算
感
覚
で
減
塩
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。
塩
分
の
高
い
食
品
・
料
理
の
頻
度
を

減
ら
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

塩
分
の
少
な
い
調
味
料
ラ
ン
キ
ン
グ
（
小
さ
じ
１

杯
あ
た
り
の
塩
分
量
）

❶ 

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
ご
ま
ド
レ
ッ
シ
ン
グ  

 

0.1
ｇ

❷ 

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ  

 

0.2
ｇ 

❸ 

中
濃
ソ
ー
ス  

 

0.3
ｇ 

❹ 
ポ
ン
酢  

 

0.4
ｇ 

❺ 
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス  

 

0.5
ｇ 

❻ 

味
噌  

 

0.7
ｇ 

❼ 

し
ょ
う
ゆ  

 

0.9
ｇ 

❽ 

和
風
だ
し
の
素
（
顆
粒
）  

 

1.3
ｇ 

　
　
※ 

食
塩
（
小
さ
じ
１
杯
）  

 

5.9
ｇ 

当
院
で
の
減
塩
食
を
紹
介
し
ま
す

大
台
厚
生
病
院　
管
理
栄
養
士　

川
合 

美
幸

④  

卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
煮
立
っ
た
③
に
回
し
入

れ
、
蓋
を
し
て
弱
火
で
卵
に
火
が
通
る
ま
で

加
熱
す
る
。

春
雨
酢
の
物

作
り
方

①  

春
雨
は
熱
湯
で
３
分
程
茹
で
て
水
に
と
り
、

水
気
を
切
っ
て
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切
る
。

②  

乾
燥
わ
か
め
は
水
で
も
ど
し
、
洗
っ
て
一
口

大
に
切
る
。

④  

卵
は
薄
焼
き
卵
に
し
て
、
細
切
り
に
し
錦
糸

卵
に
す
る
。

④  

★
の
調
味
料
を
合
わ
せ
①
②
③
と
和
え
、
み

か
ん
缶
を
飾
る
。

米
飯
…
１
８
０
ｇ

鮭
の
カ
レ
ー
ム
ニ
エ
ル

作
り
方

①  

鮭
に
こ
し
ょ
う
を
振
り
、
な
じ
ま
せ
る
。

②  

小
麦
粉
と
カ
レ
ー
粉
を
混
ぜ
、
①
に
ま
ぶ
す
。

③  

熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、

②
の
両
面
を
焼
き
火
を
通
す
。

④  

食
べ
る
直
前
に
ソ
ー
ス
を
か
け
て
完
成

ち
ん
げ
ん
菜
卵
と
じ

作
り
方

①  

ち
ん
げ
ん
菜
は
１
枚
ず
つ
は
が
し
て
洗
い
、

葉
は
３
㎝
長
さ
に
、
軸
の
太
い
と
こ
ろ
は
食

べ
や
す
い
よ
う
に
縦
に
２
～
３
つ
に
切
る
。

② 

か
ま
ぼ
こ
は
１
㎝
幅
に
切
る
。

③  

鍋
に
だ
し
汁
を
煮
立
て
、
①
②
を
入
れ
、

★
を
加
え
て
２
～
３
分
加
熱
す
る
。

【
材
料
】（
１
人
分
）

● 

鮭
…
１
切　
　
　
　
　

● 

こ
し
ょ
う
…
少
々

● 

カ
レ
ー
粉
…
0.5
ｇ　
　

● 

小
麦
粉･･･
５
ｇ

● 

バ
タ
ー（
マ
ー
ガ
リ
ン
で
も
可
）・・
３
ｇ

● 

ミ
ニ
ソ
ー
ス
（
３
ｇ
）
…
１
個

栄
養
量
（
１
食
１
人
分
）

● 

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
…
６
０
０
k㎈

● 

た
ん
ぱ
く
質
…
28
ｇ

● 

脂
質
…
13
ｇ　
　

● 

塩
分
…
2.0
ｇ

【
材
料
】（
１
人
分
）

● 

ち
ん
げ
ん
菜
…
80
ｇ　
　

● 

卵
…
20
ｇ

● 

か
ま
ぼ
こ
…
10
ｇ

★ 

し
ょ
う
ゆ
…
３
ｇ　
　

★ 

砂
糖
…
1.5
ｇ

★ 

酒
…
１
ｇ　
　
　
　
　

★ 

み
り
ん
…
１
ｇ

● 

だ
し
汁
…
50
㎖

【
材
料
】（
１
人
分
）

● 

春
雨
（
乾
燥
）
…
８
ｇ　

● 

卵
…
15
ｇ

● 

き
ゅ
う
り
…
15
ｇ　
　
　

● 

乾
燥
わ
か
め
…
１
ｇ

● 

み
か
ん
缶
…
10
ｇ

★ 

酢
…
８
ｇ　

★ 

砂
糖
…
1.5
ｇ

★ 

し
ょ
う
ゆ
…
３
ｇ


